
乾式二重床上への積載荷重の有無による床衝撃音レベルの変化について

床衝撃音 積載荷重 乾式二重床

測定方法

Influence of floor impact sound of dry double flooring by a weight on a floor
TAKAHASHI  Hisashi,YASUOKA Hirohito,HIRAMITSU Atsuo,WAKI Takao,

TANAKA Manabu,NAKAMORI Shunsuke,ABE Kyoko,INOUE Katsuo

１ . はじめに

　軽量床衝撃音レベル低減量の測定に関連した規格と

して、IS O 1 4 0 - 8 1)およびそれに対応する日本工業規格

JIS A 1440 2)が存在しており、複層の構造をもつ乾式

二重床のようなカテゴリー　Ⅱに属する試料について

は、試料上に 2 0 ～ 2 5 k g / ㎡の質量を付加した状態で

の測定についても記載がある。重量床衝撃音レベル低

減量の場合、質量の付加による床衝撃音レベル低減量

の変化が考えられる。測定方法の観点から、床衝撃音

レベル低減量の試料上への積載荷重の影響について検

討するため、乾式二重床を対象として、実験室におい

て実験を行ったのでその結果を報告する。

２ . 実験概要

　実験は仕様の異なる２つの乾式二重床について、端

部の納まりと積載荷重条件を変えて実施した。概要を

表１および図１～３に示す。実験パターン A では特別

評価方法認定の試験ガイドライン 3 )に基づいた端部の

納まりとし、四周には巾木（ヒレ付）を設置した。積

載荷重条件は、①荷重なし、②せっこうボード（20kg/

㎡）で床面全体を均一に荷重、③鉄袋（1 0 k g / 袋）で

集中荷重（図１）の３条件とした。実験パターン B で

は、積載荷重条件を、①荷重なし、②砂袋（5 k g / 袋）

で集中荷重（図２）、③砂袋（5kg/ 袋）で分散荷重（図

３）の３条件とし、四周に隙間を設けた状態（実験パ

ターン B - 1 ）と隙間部分をガムテープで塞いだ状態

（実験パターン B - 2 ）について実験を行った。ただし、

積載荷重と衝撃源の設置場所が重なる部分は、積載荷

重を取り除いて各測定を行った。衝撃源としては標準

軽量衝撃源、標準重量衝撃源の衝撃力特性( 1 ) および

図１　実験パターンAの積載位置

（鉄袋による集中荷重）

表１　実験パターンの概要

図２　実験パターンBの積載位置

（砂袋による集中荷重）

図３　実験パターンBの積載位置

（砂袋による分散荷重）

( 2 ) を用い、打撃点および受音点はそれぞれ５点とし

て床衝撃音レベルの測定を行った。

３ . 結果

３ . １標準軽量床衝撃源による測定結果

　標準軽量衝撃源による床衝撃音レベル測定結果を図

４に示す。これをみると、全ての実験パターンにおい

て、積載荷重の有無により 125 H z 帯域では 2 ～ 3d B 程

度の差が生じる事があるものの、2 5 0 H z 帯域以上の周

波数帯域では差が殆どみられなかった。

３ . ２標準重量衝撃源(衝撃力特性( 1 ) ) による測定結

果

　標準重量衝撃源(衝撃力特性( 1 ) ) による、床衝撃音

レベル測定結果を図５に示す。実験パターン A では

せっこうボードによる積載荷重の場合は質量付加によ

る性能向上がみられるものの、鉄袋による積載荷重の

場合は、荷重の影響は殆どみられなかった。実験パ

木枠（ボルト締め固定） ：鉄袋(10kg) 木枠（ボルト締め固定） ：砂袋(5kg)木枠（ボルト締め固定） ：砂袋(5kg)
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図４　軽量床衝撃音レベル測定結果

図６　重量床衝撃音レベル測定結果(衝撃力特性(2))

図５　重量床衝撃音レベル測定結果　(衝撃力特性(1))

ターン B - 1、B - 2 をみると、いず

れも荷重を付加させた時の方が、

床衝撃音レベルが上昇している。

6 3 H z 帯域でみると、積載荷重条

件により殆ど変化しない事がわ

かる。

３ . ３標準重量衝撃源( 衝撃力特

性( 2 ) )による測定結果

　標準重量衝撃源( 衝撃力特性

( 2 ) ) による、床衝撃音レベル測

定結果を図６に示す。実験パ

ターン A ではせっこうボードに

よる積載荷重の場合は、３ . ２の

時と同様な傾向がみられた。鉄

袋による積載荷重の場合は、

6 3 H z 帯域でみると３ . ２と比較

して、荷重により床衝撃音レベ

ルが大きく下がる結果が得られ

た。実験パターン B - 1 では、３ .

２の時と同様な傾向を示すが、

実験パターン B - 2 では逆に積載

荷重がある場合の方が床衝撃音

レベルが小さくなる結果となっ

た。

４ . まとめ

　今回行った乾式二重床上への

積載荷重の有無による床衝撃音

レベルの変化についての実験結

果では、軽量床衝撃音レベルに

ついては安定した結果が得られ、

現行規格の妥当性が確認できた。

加振力が大きく、曲げ波を発生

させる衝撃力特性をもつ標準重

量衝撃源では、床材の断面構成・

周囲の状況や衝撃力特性の違い

によって、積載荷重の影響が変

化する事が伺える結果となった。

今後、データの蓄積などにより、

さらなる検討が必要である。
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